
 

 

 

 

令和７年６月 13日 

 

件 名 ＶＭＦＡ－２１１部隊の岩国基地への展開に関する国への照会に対する回

答について 

 

 

概 要 令和７年５月 27 日に国から説明を受けたＶＭＦＡ－２１１部隊の岩国基地

へのローテーション展開について、国に対し、再度照会（６月３日付け山口県

との連名）を行ったところ、本日（13 日）、国から下記のとおり回答がありま

したので、お知らせします。 

 

記 

 

（１） このたび、岩国飛行場での運用機数に大きな変更はないとの説明を受

けたが、一方で、昨年、「岩国基地における機種更新等について（回答）」

（令和６年８月 20 日付け中防企地第 4547・4548 号）においては、米海

兵隊の配備機数について説明を受けている。 

「配備機数」と「運用機数」について、それぞれ用語の定義を示され

たい。 

 

答 「配備機数」については、岩国飛行場に配備されている機数のことを指し

ており、御指摘の機種更新等の際に用いています。また、「運用機数」につい

ては、その時点において、岩国飛行場を拠点として実際に運用されている機

数として用いています。 

 

 

（２） ２部隊でのローテーション展開（ＵＤＰ）により、通常であれば、岩

国基地で運用される航空機の機数も増加すると考えられる。 

岩国飛行場での運用機数に大きな変更はないとする国の説明につい 

て、（１）を踏まえ、米海兵隊岩国航空基地のＦ－３５Ｂ部隊がどのよう

に運用されるのかを含め、その根拠を示されたい。 

 

答 １．ＵＤＰについては、米本土などから陸上部隊や航空部隊又はその人員

を約６ヶ月を標準として、西太平洋に展開している前方展開部隊の部隊



又は人員と定期的に交代させる米軍の制度と承知しています。 

２．米海兵隊Ｆ－３５Ｂの運用の詳細については、米側の運用に関するこ

とであり、お答えは差し控えなければならないことをご理解ください。 

３．その上で申し上げれば、今回の２部隊でのＵＤＰにより、一時的に米

海兵隊の配備機数が増加するものと考えられますが、米側からは岩国飛

行場における運用機数に大きな変更はないと説明を受けていることから、

防衛省としても、運用機数に大きな変更はないと認識しています。 

 

 

（３） （１）及び（２）を踏まえ、このたびの回答・説明は、「岩国基地にお

ける機種更新等について（回答）」における「機数全体としては１０機程

度減少すると認識している」旨の回答と齟齬はないのか、これまでの説

明との整合性について示されたい。 

 

答 １．戦闘機に係る態勢の更新の結果、米海兵隊の配備機数全体としては１

０機程度減少すると認識しています。 

２．今回の２部隊でのＵＤＰにより、一時的に米海兵隊の配備機数が増加

するものと考えられますが、こうした一時的な運用は、追加配備には

当たらないと認識しており、昨年の説明と齟齬が生じるものとは考え

ていません。 

 

 

（４） 岩国基地に配備・展開される米海兵隊のＦ－３５Ｂの基本的な部隊数

は、常駐部隊の配備が２部隊、ＵＤＰの展開部隊が基本的に１部隊と認

識しているが、国の見解を示されたい。 

 

答 １．岩国飛行場に配備される米海兵隊の常駐部隊は２部隊と認識していま

す。 

２．また、ローテーション部隊については、これまでにも一時的に２部隊 

が展開された時期もあったと承知していますが、近年は１部隊が展開さ 

れていると認識しています。 

    

  ※一例として、２０２０年１０月には、第２４２戦闘攻撃飛行中隊のＦＡ

－１８からＦ－３５Ｂへの移行期間中、同部隊の任務を補完・支援するた

め、ＦＡ－１８により構成される第５３３戦闘攻撃飛行中隊部隊が一時

的に展開したことがある。 

 

 



（５） ２部隊でのＵＤＰは、あくまで一時的な運用であるとの説明であるが、

一時的な運用はいつまで続くのか、示されたい。 

 

答 １．具体的な期間等の詳細については、米側の運用に関することであり、

お答えを差し控えなければなりませんが、岩国飛行場におけるＵＤＰに

ついても、約６か月のプログラムと認識しています。 

 

（６） 「（ＵＤＰの）プログラム自体に変更はない」との説明について、この

たびの２部隊でのＵＤＰのプログラム上の位置付けを含め、どのような

意味なのか、示されたい。 

 

答 １．岩国飛行場におけるＵＤＰについては、これまでにも一時的に２部隊

が展開された時期もあったと承知していますが、近年は１部隊が展開さ

れていると認識しています。 

２．このようなＵＤＰのプログラム自体に変更はないと認識しています。 

 

  ※一例として、２０２０年１０月には、第２４２戦闘攻撃飛行中隊のＦＡ

－１８からＦ－３５Ｂへの移行期間中、同部隊の任務を補完・支援する

ため、ＦＡ－１８により構成される第５３３戦闘攻撃飛行中隊部隊が一

時的に展開したことがある。 

 

（７）  このたびの一時的な運用により、防音工事の第１種区域等見直し作業

への影響があるのか、示されたい。 

 

答  １．岩国飛行場周辺においては、空母艦載機滞在時の状況等を含む航空

機騒音の状況を評価するための騒音度調査が、令和６年３月末に終了

しました。 

２．現在、この調査結果等の整理や戦闘機に係る態勢更新等を踏まえた対

応の検討を行っているところ、今回の一時的な運用により、米海兵隊の

運用機数に大きな変更はないことから、第一種区域等の見直し作業に

影響があるとは考えていません。 

 

 

（８） このたびのＶＭＦＡ２１１の岩国基地への展開について、国から地元

自治体へ情報提供される前に米側から公表され、その後、地元自治体の

照会に対する国の回答も長期間を要した。 

米軍の運用に関する情報は、国の責任において迅速かつ適切に提供さ

れるべきと考えており、国と米側との間の情報伝達・共有が円滑に行わ



れているか懸念するところであるが、地元自治体への情報提供に関する

国の見解を示されたい。 

 

答 １．５月９日、岩国市から中国四国防衛局に対し、事実関係等の照会が行

われました。 

２．その後、１２日に判明した事実関係について回答を行い、引き続き、

岩国市からの質問について、米側に照会を行っていたところ、結果とし

て５月２７日に米側から回答があったものです。 

３．防衛省としては、地元の皆様に対し、迅速かつ適切な情報提供が行え

るよう、より一層日米間の緊密な連携に取り組んでまいります。 
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